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ラジオ･ニュームンバイ 

週刊 座、グレート･リーダーズ通信 
『インド私録-思い切り取り組んだこの 50 年-』Ｎｏ.17 

 

今週のキーワード！ 税金 

すべては国益として還元 

1993 年 5 月 9 日、“Mr. Tomoji 

Mutoh’s discovery of India”と題された

記事が大きな写真とともにムンバイの

夕刊紙、アフタヌーンに掲載されまし

た(下写真)。『インド私録』に出てくる

ベーラム･コントラクター氏が書いた

武藤氏のインタビュー記事です。記

事はボンベイ総領事の任を終え帰国

する武藤氏を惜しむ気持ちをムンバ

イの読者に訴えるものとなっていま

す。 

コントラクター氏は、｢私はよく彼

の訪問を受けたが、ムンバイではそ

れは私一人ではない｣と回想し、武

藤氏が在任中、休日などを除く稼

働日の 848日のうち、616日を訪問

日に充てていたことを紹介していま

す。前号でご紹介した、「自ら訪ね

ていく」、｢数分早く行く｣という武藤

氏の外交姿勢もこの記事に書かれ

ています。この姿勢について、武藤

氏は放送の打ち合わせでこのように

語っています。｢外交官の仕事は何

をやれとは言われない。新聞だけ

読んで東京に報告することもできる

が、自分は歩き回った。在外公館に

赴任すると日本よりたくさん給料を

貰えるわけだが、なぜそれだけ貰え

るかを考えないといけない｣。すべて

は税金で賄われていることを考えな

くてはいけないというのです。 

その姿勢は、総領事公邸のフル

活用に繋がりました。新聞の写真に

もある広大な総領事公邸に足を踏

み入れたとき、武藤氏は、｢これは

夫婦 2人で住むだけではいけない｣

と考え、インドの政･財･官、ジャーナ

リストを招いた集まりを頻繁に開催し

ました。税金の使い道として公邸を

各界のトップが集う場所とし、日印

理解の拠点としたのです。 

 

Ｒ．Ｋ．ラクシュマン 

88 歳で衰えぬ意思 

放送にも話題になった漫画家、

R.K.ラクシュマン氏は、タイムズ･オ

ブ･インディア紙の漫画コラムを担当、

その時々の世相を切り取って一目

でわかる漫画に表し、その光景をコ

モンマン(=庶民)と名づけた飄々た

る登場人物とともに読者が共有でき

る作風を確立しました。日本では登

場人物の名前を画中に書く風刺漫

画もありますが、ラクシュマン氏の場

合は、それは一切なかったとのこと。 

この夏、タイムズ･オブ･インディア

にラクシュマン氏入院という記事が載

りました。手術自体は鼻腔胃管による

栄養補給を胃への直接補給に切り替

えるもので、経過は順調とのこと。8月

31日付けタイムズ･オブ･インディアは、

冒頭で｢Ill health could not stop his 

pen.｣とその不屈ぶりを評しています。 

 

新刊のお知らせ 

巨象インドの憂鬱-赤の回廊と宗教テロル- 

武藤氏の新刊

が出ました。『巨

象インドの憂鬱

－赤の回廊と宗

教テロル－』 (出

帆新社 )価格は

2,100 円＋税のと

ころ、リスナーの方には税込み 2,000

円の特別割引の特典があります! 別

添の FAXに注文書の◆著者関係の

方の欄に『ラジオ・ニュームンバイ』と

ご記入ください。 

また、この出版を記念して新橋(11

月 5日)、横浜(11月 20日)、鎌倉(12

月 19日)の三カ所で講演も行われま

す。参加方法は別添をご覧くださ

い。 

 

次回放送は今日。 

フレー、 

フレー、 

インド 

1993年 5月 9日付けのAfternoon紙。本文に

は「18 年間もインドにいた外交官はいない。彼

こそインドの数少ない友人である」との一文も。

写真はボンベイ総領事公邸のエントランス。 






